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Ⅰ．はじめに



ははじじめめにに

金沢大学では，令和 年度に，文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成事業」の
採択を受け，「融合した専門知と鋭敏な飛躍知を持つ社会変革先導人材育成プログラム」を
テーマに， 教育の全学的推進を進めるとともに，金沢大学版・ 教育モデル
の国内外への発信を目指している。
全学域学生を対象とした「先導 人材育成プログラム（ ）」の教育課程

では，図 のとおり，受講生が の つの力（ ）を確実に修
得できるよう，「「 番番：：導導入入」」「「 番番：：発発展展」」「「 番番：：成成果果」」とといいううナナンンババリリンンググシシスステテ
ムムにによよるる階階層層的的カカリリキキュュララムムをを構構成成している。

図 1 「先導 STEAM 人材育成プログラム（KU-STEAM）」カリキュラム概要図 

当該教育課程では，図 のとおり， カカリリキキュュララムムをを通通ししたた「「学学びびのの スステテッッ
ププ」」ををココンンセセププトトにに，， 番番：：導導入入科科目目でではは多多様様なな分分野野とと学学年年のの学学生生がが一一緒緒にに「「文文理理融融合合・・
分分野野横横断断のの集集団団でで協協働働すするる態態度度をを学学ぶぶ」」，， 番番：：発発展展科科目目でではは企企業業・・自自治治体体等等とと協協働働ししなな
ががらら「「文文理理融融合合・・分分野野横横断断ででししかか解解決決ででききなないい課課題題にに触触れれ，，解解決決方方法法をを学学ぶぶ」」，， 番番：：成成
果果科科目目でではは実実践践イインンタターーンンシシッッププ等等にによよりり「「文文理理融融合合・・分分野野横横断断ででししかか解解決決ででききなないい課課題題にに
挑挑戦戦・・実実践践すするる」」を通して，実社会に適応できる能力を培い，自らの学びをカタチにする構
成となっている。本プログラムは令和 年度から 番：導入科目を先行実施後，令和
年度には 番：発展科目及び 番：成果科目を開発し，全学域学生が受講できる環境
を整えた。
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図 2 KU-STEAM カリキュラムを通した「学びの 3 ステップ」概念図 

具体的な授業科目としては， 教育の基礎となる思考法やプロジェクトマネジメン
トを学ぶ導入科目，ビッグデータ処理能力，多様性社会で活躍する人間力，科学技術への理
解力をそれぞれ修得するデータ，ヒューマン，科学技術の つのリテラシー科目群と，社会
での挑戦・実践力を鍛える協働実践科目が用意されている。データリテラシー科目群は受講
者全員が履修し，理工学域・医薬保健学域の理系学生はヒューマンリテラシーを中心に，人
間社会学域の文系学生は科学技術リテラシーを中心にクロスして履修することで自身の専
門分野以外のリテラシーも修得する。オンデマンド教材による学修環境を整備することで
所属学類の履修への影響を最小限に抑え，主分野の学修時間を十分確保する。また，本事業
専任のアカデミック・アドバイザーの支援を得て，学生自らの学びをオーダーメイドできる
教育課程となっている。
先導 人材育成プログラムの教育課程の特徴を要約すると以下の 点にまとめら

れる。
（（１１））卒卒業業要要件件内内ででのの科科目目履履修修にに重重点点をを置置いいたたカカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントト

受講者の効率的・効果的な学修への配慮，持続可能なカリキュラム設計。
共通教育（教養教育）・専門教育を通した 教育の一貫性を重視したカリキュラ
ム設計。

（（２２））文文理理融融合合・・分分野野横横断断のの多多様様なな授授業業ココンンテテンンツツををオオーーダダーーメメイイドド型型でで学学べべるる学学修修環環境境
融合学域の授業コンテンツ，既存の副専攻制度を活かした多様な分野にわたる授業
コンテンツを対面・デジタル・ハイブリッド型などで学べる講義を用意し，学生自らの
分野・レベルに応じ，オーダーメイド型で学べる学修環境。

（（３３））学学びびのの３３スステテッッププにによよるる質質保保証証
当該プログラムにおける 番（導入）・ 番（発展）・ 番（成果）の各階層にお
いてアセスメント科目（背骨科目）を設定し，当該科目の中でプログラム・ルーブリッ
クによる学修成果アセスメントを行う「学びの ステップ」を通して，学生自らが学
び，育むことができる自律性を醸成。

カリキュラムを通した「学びの ステップ」

【①導入 番】
文理融合・分野横断の集団で
協働する態度

【②発展 番】
文理融合・分野横断でしか
解決できない課題と解決方法

【③成果 番】
文理融合・分野横断でしか
解決できない課題に挑戦・実践

文理融合・分野横断の集団
で協働する態度を学ぶ

文理融合・分野横断でしか
解決できない課題に触れ、

解決方法を学ぶ

文理融合・分野横断でしか
解決できない課題に
挑戦・実践する

①導入100番

②発展200番

③成果300番
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やってみたいを
やってみない？

融融合合先先導導知知実実践践演演習習A（（ちちょょここっっととママイイププロロジジェェククトト））

共共通通教教育育・・自自由由履履修修科科目目【【集集中中講講義義・・2単単位位】】

2022年年度度 Q4開開講講

＜＜去去年年のの様様子子＞＞

▲12月の集合写真（撮影時のみマスクを外しています） ▲全体ファシリテーションの様子

▲他学域・学年の学生と小規模のグループワークの様子 ▲チャレンジしたいプロジェクトを発表している様子

受講生の感想
⚫ 「いろんな⼈達の意⾒を聞いて⾃分の意⾒も共有できて，
考え⽅やものの⾒⽅が広がった」

⚫ 「学生との相互フィードバックができた，しやすい環境が
できていた」

⚫ 「⾃分ではなかなか⾏動に踏み出せなかったことをこの授
業を通して⾏えた」

⚫ 「楽しみながら⾃分の知らない⾃分に気づくことができ，
今までの授業で⼀番アクティブな授業だった」

＜＜去去年年のの様様子子＞＞

＜＜授授業業のの目目標標＞＞

この授業では，学域・学類，学年を超えた学生同士が集まり，学び合うこ

とを通して形成される学習共同体（ラーニング・コミュニティ）を体感し，

学生自らが「学びの主体者」であることを認識することを出発点とする。

そして，自らに課したテーマを追究（「ちょこっとマイプロジェクト（ち

ょこプロ）」しながら，融合した専門知と鋭敏な飛躍知を備えた「融合先

導知」の意義や価値を理解することを目指す。

■授業の学修成果

( 1 )分野の異なる学生と協働し，新しいアイデアを提案することができる。

( 2 )自己理解を深めながら，挑戦力や実践力を発揮することができる。

( 3 )実践したプロジェクトの結果を評価し，振り返りながら，次なるアクシ

ョンに繋げることができる。

金沢大学シラバス「融合先導知実践演習A（ちょこっとマイプロジェクト）」

＜＜授授業業のの特特徴徴＞＞

①自自分分のの興興味味関関心心やや課課題題意意識識をを起起点点ととししたた，，実実践践型型探探究究学学習習

┗┗旅旅行行ププラランン，，ススパパイイススカカレレーー，，カカママククララづづくくりりななどど多多種種多多様様！！

②すすべべててのの学学域域・・学学類類，，学学年年のの学学生生がが受受講講可可能能

┗┗エエンントトリリーーはは1年年かからら4年年生生ままでで定定員員をを超超ええるる受受講講希希望望者者あありり！！

③対対話話やや実実際際ににアアククシショョンンをを行行ううアアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ形形式式

┗┗学学生生自自らら能能動動的的にに学学びびにに向向かかううここととがが重重要要！！

④参参加加者者同同士士やや自自己己分分析析にによよるる「「ややっっててみみたたいいこことと」」をを見見出出すす

┗┗昨昨年年度度のの履履修修者者ももササポポーータターーととししてて参参加加！！

⑤集集中中講講義義・・２２単単位位ののププロロググララムム

┗┗事事前前オオリリエエンンテテーーシショョンンとと３３日日間間のの講講義義でで２２単単位位GET！！
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＜＜授授業業のの概概要要＞＞

■開開催催日日程程

ここのの授授業業（（ちちょょここっっととママイイププロロジジェェククトト／／略略称称ちちょょここププロロ））はは，，
Q2期期のの集集中中講講義義でですす。。以以下下のの3日日間間でで開開講講すするるたためめ，，すすべべててのの日日程程
にに出出席席すするる必必要要ががあありりまますす。。
・・ 1日日目目：： 12月月 17日日（（土土））9：： 30～～ 17：： 30（（ 1時時間間昼昼食食休休憩憩あありり））
・・ 2日日目目：： 12月月 18日日（（日日））9：： 30～～ 17：： 30（（ 1時時間間昼昼食食休休憩憩あありり））
・・ 3日日目目：： 1月月 21日日（（土土））9：： 30～～ 17：： 30（（ 1時時間間昼昼食食休休憩憩あありり））

■開開催催場場所所
金金沢沢大大学学角角間間キキャャンンパパスス 中中地地区区
イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設 セセミミナナーー室室（（※※次次ののペペーージジ参参照照））

■評評価価方方法法

毎毎回回提提出出ささせせるるワワーーククシシーートト等等のの内内容容とと能能動動的的なな学学修修にに十十分分にに取取りり
組組んんだだかかどどううかかをを総総合合的的にに判判断断ししてて評評価価ししまますす。。

金沢大学シラバス「融合先導知実践演習A（ちょこっとマイプロジェクト）」

＜＜開開催催場場所所のの補補足足＞＞

駐輪場

＜＜ススケケジジュューールル＞＞

■【【DAY1】】12月月17日日（（土土））9:30～～17:30
9:30～11:00 イントロ，チェックイン，アイスブレーク
11:30～12:55 人生グラフの演習（作成・対話）
（昼食休憩）
13:55～15:05 深掘ワーク，キーワード化ワーク
15:05～16:20    ブレスト大会
16:20～17:10 暫定的テーマ設定と背景発表
17:10～17:30 事務連絡，翌日の案内

■【【DAY2】】 12月月18日日（（日日））9:30～～17:30
9:30～11:10 チェックイン，ちょこプロ検討ワークPart1

11:10～12:00 プロアクションカフェ（第1セッション）
（昼食休憩）
13:00～15:50 プロアクションカフェ（第2～第5セッション）
15:50～16:10    ちょこプロ検討ワークPart2，グループ内宣言
16:30～17:30 チェックアウト，今後の流れ説明，事務連絡

＜＜ススケケジジュューールル＞＞

■12月月19日日（（月月））～～1月月20日日（（金金））
約１か月で小さなアクションを実施

■【【DAY3】】1月月21日日（（土土））9:30～～17:30
9:30～10:15 チェックイン，アイスブレーク

10:15～11:00 ちょこプロの振り返り
11:00～12:00 ネクストアクション検討
（昼食休憩）
13:00～15:30 振り返り・ネクストアクション発表

フィードバック
15:30～16:00    チェックアウト
16:00～16:50 授業改善ワークショップ
16:50～17:30 アンケート回答，事務連絡

(注)上記のスケジュールについては，一部変更が生じる可能性があります。

＜＜融融合合先先導導知知のの説説明明＞＞
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＜＜集集中中講講義義受受講講ににおおけけるる注注意意事事項項＞＞

●持持ちち物物

・筆記用具，ノートPC・充電用ケーブル

（※Googleアカウントを取得，ログインできる状態でお願いします。)

・昼食と飲み物（※昼食時間も限られていますので，必ず持参）

●特特記記事事項項

・土曜・日曜開講のため、建物の出入りに気を付けてください。

・各回、余裕をもって、午午前前9時時20分分頃頃にに、、イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設1階階 セセミミナナーー室室にに

集集合合してください。服服装装はは動動ききややすすいい服服とと靴靴でお越しください（華美な服装やサンダルは不可）。

・新型コロナウイルス対応のため，ママススククをを必必ずず持持参参・・着着用用すること。

・記録と広報の為に写真・動画で記録させていただきます。

・天候状況によっては，やむを得ず，休講等の措置をとる場合があります。その際には，

必ず事前に判断し連絡します。

●遅遅刻刻・・欠欠席席・・そそのの他他確確認認事事項項はは以以下下のの連連絡絡先先ままでで
金沢大学 教学マネジメントセンター 教授 林 透（ 090-2099-1788 ）

Day1_2022.12.17
金金沢沢大大学学角角間間キキャャンンパパスス＠＠イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設・・セセミミナナーー室室

やってみたいを
やってみない？

融融合合先先導導知知実実践践演演習習A（（ちちょょここっっととママイイププロロジジェェククトト））

共共通通教教育育・・自自由由履履修修科科目目【【集集中中講講義義・・2単単位位】】

2022年年度度 Q4開開講講

ススタタッッフフ紹紹介介

16

オオリリエエンンテテーーシショョンン_授授業業背背景景のの説説明明（（林林先先生生））

17

オオリリエエンンテテーーシショョンン_事事前前アアンンケケーートトのの回回答答

18

7



身身のの回回りりのの課課題題ををテテーーママににププロロジジェェククトトをを立立ちち上上げげ、、実実行行すするるここととをを通通ししてて

学学ぶぶ“ププロロジジェェククトト学学習習ププロロググララムム”でですす。。東東日日本本大大震震災災ををききっっかかけけにに、、全全国国

のの高高校校・・自自治治体体・・NPOへへとと拡拡ががりり始始めめままししたた。。

マイプロジェクトのテーマ
を見つけ、プランを描く

アイデアで終わらせず、
プロジェクトを実践！

活活動動をを発発表表ししふふりりかかええるる、、全全国国
高高校校生生MYPROJECTAWARD

STEP1 STEP2 STEP3

ActionPlanning Reflection

アアククシショョンン×学学びび＝＝ママイイププロロジジェェククトト

社会で実際にアクションする試行錯誤のプロセスを通して、主体性・協働性・探究

性が身につきます。成果の大きさを問うことよりも、ふりかえって、学びを定着さ

せることを重視しています。

ママイイププロロジジェェククトトととはは

19

ママイイププロロジジェェククトトをを行行うう意意味味

自分で自分を幸せにする
方法を知ること

自分の
「やりたい」
に気付く

まず
行動してみる

振り返って
新たな気付き
を得る

20

３３日日間間のの流流れれ

day1

「「自自分分」」ににつついいてて知知ろろうう！！

2022.12.17(土土) 9:30-17:30

・先輩の人生グラフを聞く

・人生グラフの作成

・will/can/needの
洗い出しワーク

day2

「「ちちょょここププロロ」」をを考考ええててみみよようう！！

2022.12.18(日日) 9:30-17:30

・ちょこプロ検討ワーク

・ちょこプロ宣言

2023.1.21(土土) 9:30-17:30

・ちょこプロの振り返り

・ネクストアクション検討

・プレゼンテーション

day3

ネネククスストトアアククシショョンンをを考考ええててみみよようう！！

アアククシショョンンししててみみよようう！！

2022.12.19 〉〉 2023.1.20

自分のペースでちょこプロ

を実行に移してみよう！

21

Day1_ススケケジジュューールル

12月月17日日（（土土））9:30～～17:30

9:30～11:00 イントロ、チェックイン、アイスブレーキング

11:30～12:55 人生グラフの演習（作成・対話）

（昼食休憩）

13:55～15:05 深掘ワーク、キーワード化ワーク

15:05～16:20    ブレスト大会

16:20～17:10 暫定的テーマ設定と背景発表

17:10～17:30 事務連絡、翌日の案内

（注）上記のスケジュールについては、当日の進行によって、一部変更が生じる可能性があります。

22

Day1_今今日日ののゴゴーールルイイメメーージジ

自身の大事なこと（価値観）、得意なこと（才能）、

好きなこと（情熱）に基づいて、プロジェクトを仮決

め（「何のために（Why）」「何をしたい（What）」

がつながっている形）できている

23

ググラランンドドルルーールル

参加者が安心安全な環境でのびのびと発言したり、学習したりできるように
するため、ファシリテーターや参加者が事前に設定するルールのこと。

１．一人ひとりが小さな挑戦に取り組もう

２．失敗は、挑戦することで得られる価値である

３．疑問に思ったことは率直に伝えてみよう

４．理解や共感はうなずくなど態度で示そう

24

8



チチェェッッククイインン

４つの窓のうち、ひとつは嘘の紹介を記入しましょう。

名前、学域、学年、所属（部活・サークル、バイト）、参加動機
（注）ここは嘘ではなく事実を記載してください

365日、和服を着ています

出身は石川県です 趣味はキャンプです

大学院生です

<<SAMPLE>>

25４つの窓の項目は自由（趣味や特技、印象的な思い出など）

人人生生ググララフフととはは

26

ああるる時時期期かからら現現在在ままででのの出出来来事事やや

感感情情をを振振りり返返りり、、自自分分ががどどんんなな時時

ににポポジジテティィブブ・・ネネガガテティィブブににななるる

ののかか、、そそれれははななぜぜかかをを明明ららかかににすす

るるここととでで自自分分のの価価値値観観やや特特徴徴をを理理

解解すするるここととががででききるる自自己己分分析析方方法法

でですす。。

人人生生ググララフフのの狙狙いい

自分と向き合う

ふふりりかかええりり
何でも話しやすくする

安安心心のの場場づづくくりり

これからみなさんは、
自分が感じていることや
考えていることなど、

内面的な自己開示が増える

だからこそ、ままずずはは自自ららのの自自
己己開開示示ををすするる

ポジティブな気持ちも、
ネガティブな気持ちも、
よく分からない気持ちも、
ありのまま伝えられて、

「「ここのの場場なならら何何をを話話ししててもも
受受けけ止止めめててももららええそそううだだ」」
という雰囲気をつくる

27

人人生生ググララフフのの質質疑疑応応答答ののココツツ

ももうう少少しし
詳詳ししくく！！

「～の部分、何があったのか、もう少し詳
しく聴きたいです！」

ななぜぜ？？

過過去去とと現現在在
をを

比比べべるる

「～の部分、なぜ・どうして、そのように
考えたのですか？」
（注）この質問に頼りすぎ注意。

「今、当時の自分に言葉をかけられるとし
たら、なんと声をかけますか？」

「もう一度その場面に戻れたら、どうした
いですか？それはなぜですか？」

28

ここれれかかららのの時時間間

自分の「「ややりりたたいいこことと」」を探る

29

「「ややりりたたいいこことと」」のの探探りり方方

30

Part１１：：
「「ややりりたたいいこことと」」のの材材料料をを言言語語化化すするる

Part２２：：
「「ややりりたたいいこことと」」ををブブレレスストトすするる

好きなこと
【情熱】

得意なこと
【才能】

大事なこと
【価値観】

好きなこと
【情熱】

得意なこと
【才能】

大事なこと
【価値観】

× × ＝

What
（何を）

How
（どうする）

Why
（なぜ）

What×How×Why
（何をどうする。それはなぜ）

9



「「大大事事ななこことと（（価価値値観観））」」ととはは？？

31

価価値値観観＝＝方方向向

目目標標＝＝距距離離

「「得得意意ななこことと（（才才能能））」」ととはは？？

成果を出すために使える

無無意意識識なな思思考考・・感感情情・・行行動動パパタターーンン

32

昼昼食食休休憩憩後後ののワワーーククのの流流れれ

33

ブレスト大会

・これまでのワークで出てきたキーワードをかけ合わせて
自分だけの「ちょこっとマイプロジェクト」の候補を洗い出す

・グループメンバーの「ちょこっとマイプロジェクト」を
ブレストする

深堀ワーク

キーワード化
ワーク

・深堀してもらう人から深深堀堀ししててほほししいい質質問問を伝える
・深堀に煮詰まったら、ほかのメンバーの同じ質問に対する

回答を伝える

・深堀ワークまでで言語化されたものをから、自分の
「大事なこと（価値観）」「得意なこと（才能）」
「好きなこと（情熱）」をキーワード化する

午午後後のの部部開開始始ままででにに、、ううままくく言言語語化化ででききななかかっったた／／ままだだモモヤヤモモヤヤししてていいるる／／ググルルーー
ププのの皆皆にに深深堀堀っっててほほししいい質質問問をを見見出出ししてておおくく（（最最大大3つつ：：優優先先順順位位付付けけししてておおくく））

深深堀堀ワワーークク

〇〇進進めめ方方

①①深深堀堀ししててももららうう人人かからら「「深深堀堀ししててほほししいい質質問問項項目目」」をを伝伝ええるる

②②メメンンババーー全全員員ででススププレレッッドドシシーートトのの「「深深堀堀ししててほほししいい質質問問項項目目」」をを見見るる

③③メメンンババーー全全員員でで深深堀堀ししててももららうう人人にに質質問問すするる

※※深深堀堀にに煮煮詰詰ままっったたらら、、ほほかかののメメンンババーーがが同同じじ質質問問にに対対すするる回回答答をを伝伝ええるる

34

〇〇目目的的

問問いいかかけけをを通通ししてて、、ううままくく言言語語化化ででききななかかっったた／／ままだだモモヤヤモモヤヤししてていいるる
ここととのの解解像像度度をを上上げげるる

①伝える

③質問する

深堀してもらう人 メンバー

②見る

問問いいかかけけははススポポッットトラライイトト

35

どこに、どんな角度で、
どんな範囲で照射するかによって、

その人の視点が変わる

→様様々々なな問問いいをを投投げげかかけけるるここととでで
価価値値観観のの可可視視化化・・言言語語化化をを促促すす

参考：安斎勇樹(2021) . 『問いかけの作法』. Discover 21, Inc.

キキーーワワーードド化化ワワーークク

質問から見えてくる自分の

「「大大事事ななこことと（（価価値値観観））」」

「「得得意意ななこことと（（才才能能））」」

「「好好ききななこことと（（情情熱熱））」」

をキーワード化してみましょう

36

〇〇目目的的
「「ややりりたたいいこことと」」をを探探るるたためめにに、、ままずずはは自自分分ののキキーーワワーードドをを探探るる
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Part２２：：「「ややりりたたいいこことと」」ををブブレレスストトすするる

これまでのワークで出てきたキーワードをかけ合わせて

自自分分だだけけののププロロジジェェククトト候候補補を

思いつく限り書き出してみましょう。

37

好きなこと
【情熱】

得意なこと
【才能】

大事なこと
【価値観】

What×How×Why
（何をどうする。それはなぜ）

意意識識ししててほほししいいこことと…

パニックゾーン

ストレッチゾーン

コンフォート
ゾーン

挑戦の範囲を超えている
負荷がめちゃくちゃかかる
どうしていいかわからない

挑挑戦戦ししてていいるる
軽軽いい負負荷荷ががかかかかるる
知知識識やや工工夫夫がが必必要要

習慣化している
ストレスを感じない
苦労しない

38

現現時時点点ででののテテーーママ決決めめ

書き出したプロジェクト候補から

①①「「何何ののたためめにに（（Why））」」

②②「「何何ををすするるかか（（What））」」

の2点を整理し、

自分だけのプロジェクトにしてみましょう。

39

例例ええばば…

①自分が地域の大人から学び成長した経験があるので

高校生と社会人を繋ぐイベントをやってみたい！

②クラフトビールのおいしさを伝えるために

単発のクラフトビールバーをやってみたい！

③モテるために、

1日30分筋トレをする、それを2週間継続する！

ななんんででそそれれををししたたいいののかかのの深深掘掘りりままででででききるるとと◎◎

40

現現時時点点ででののテテーーママ共共有有

1人90秒で

①①現現時時点点ののププロロジジェェククトト

（（Whatのの部部分分））

②②ププロロジジェェククトト設設定定ままででのの背背景景

（（Whyのの部部分分とと、、そそここにに至至るるままででのの深深掘掘りりのの過過程程））

の2点をグループ内でシェアしてください。

41

ググルルーーププワワーークク

42

①どんな問いを考えたか

②その問いは何を確認するためのものか

机の上の白紙に記入してください。

複数あってもOKです！

その後、グループ内で1人2分程度でシェアします。
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43

今やってることは

生生きき方方・・あありり方方をを探探っってていいくく過過程程

→ププロロジジェェククトトののテテーーママははななんんででももあありり

「「ややりりたたいいこことと」」のの軸軸ははななんんででももOK！！

例えば…

・大学生と社会人を繋ぐイベントをやってみたい！

・居酒屋巡りをしてみたい！

・海外旅行に行ってみたい！

・おしゃれなカフェでバイトしたい！

44

現現時時点点ででののテテーーママ決決めめ

書き出したプロジェクト候補から

①①「「何何ののたためめにに（（Why））」」

②②「「何何ををすするるかか（（What））」」

の2点を整理し、

自分だけのプロジェクトにしてみましょう。

45

例例ええばば…

①自分が地域の大人から学び成長した経験があるので

高校生と社会人を繋ぐイベントをやってみたい！

②クラフトビールのおいしさを伝えるために

クラフトビールバーをやってみたい！

③大学のバス事情について不満があるので

金沢大学の学生にアンケートで聴いてみたい！

ななんんででそそれれををししたたいいののかかのの言言語語化化ままででででききるるとと◎◎

46

現現時時点点ででののテテーーママ共共有有

1人人60秒秒で

①①現現時時点点ののププロロジジェェククトト

（（Whatのの部部分分））

②②ププロロジジェェククトト設設定定ままででのの背背景景

（（Whyのの部部分分とと、、そそここにに至至るるままででのの深深掘掘りりのの過過程程））

の2点をグループ内でシェアしてください。

47

Day2_2022.12.18
金金沢沢大大学学角角間間キキャャンンパパスス＠＠イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設・・セセミミナナーー室室

やってみたいを
やってみない？

融融合合先先導導知知実実践践演演習習A（（ちちょょここっっととママイイププロロジジェェククトト））

共共通通教教育育・・自自由由履履修修科科目目【【集集中中講講義義・・2単単位位】】

2022年年度度 Q2開開講講
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今今日日ののゴゴーールルはは…

Day1で整理した興味関心・価値観をもとに

1週週間間かからら1ヶヶ月月以以内内でで実実践践ででききるる

ププロロジジェェククトト案案に

落とし込みます！

49

今今日日のの流流れれ

アイスブレイク

↓

ちょこプロ検討ワーク

↓

プロアクションカフェ

↓

ちょこプロ検討ワーク Part2

↓

グループ内宣言

50

アアイイススブブレレイイクク

学学生生ススタタッッフフおお願願いいししまますす！！

51

ちちょょここププロロ検検討討ワワーークク

明日から1/20までの約1ヵ月でチャレンジできる

ちちょょっっととししたたママイイププロロジジェェククトト

＝＝ちちょょここププロロを考えてみましょう。

52

ちちょょここププロロととはは

53

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

まず最初の
第一歩

1ヵ月で
達成できること

パパタターーンン①①

ちちょょここププロロととはは

54

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

まず最初の
第一歩

もう少し先に
達成できること

1ヵ月で
達成できること

パパタターーンン②②

13



ちちょょここププロロ検検討討ワワーークク1

55

昨昨日日のの時時点点でで、、ププロロジジェェククトトをを1つつにに絞絞れれてていいなないい人人

→このあとの10分間で1つに絞ってください。

個人ワークですが、

学生スタッフと話しながら考えてもOKです。

ちちょょここププロロ検検討討ワワーークク1

56

すすででにに1つつにに絞絞れれてていいるる人人

→ワークシートの右側の欄を埋めていってください。

20分時間を取ります。

ただ埋めるだけではなく、

「このプロジェクトをすることで

自分にとってどんな意味があるのか？」を

考えてみてください。

ちちょょここププロロ検検討討ワワーークク1

57

ああななたたががちちょょここププロロををややるるににああたたりり、、

ここだだわわりりたたいいここととっってて何何でですすかか？？

ププロロアアククシショョンンカカフフェェのの説説明明

58

ププロロアアククシショョンンカカフフェェととはは、、2008年年ににラライイナナーー・・V・・レレオオププレレシシ

ュュテティィンンととリリアア・・ババーーキキにによよっってて開開発発さされれたた、、最最もも新新ししいいホホーールル

シシスステテムム・・アアププロローーチチのの会会話話手手法法でですす。。

カカフフェェににいいるるよよううななリリララッッククススししたた雰雰囲囲気気ののななかかでで、、ププロロジジェェクク

トトをを前前進進ささせせたたいい人人（（ココーーララーー （（１１）） ＝＝提提案案者者、、ププロロジジェェククトトをを

提提案案すするる人人））とと、、そそののププロロジジェェククトトををササポポーートトししたたいい人人（（ササポポーー

タターー （（２２）） ＝＝支支援援者者））がが相相互互にに影影響響ししああいい、、ププロロジジェェククトトをを前前へへ

進進めめてていいくくここととががででききまますす。。

（（注注））ホホーームムシシスステテムム・・アアププロローーチチととはは、、特特定定のの課課題題ややテテーーママにに

関関わわるるすすべべててののスステテーーククホホルルダダーー、、ままたたははそそのの代代表表者者たたちちがが一一堂堂

にに集集ままっってて話話しし合合いい、、全全体体のの文文脈脈をを共共有有ししななががらら、、創創造造的的なな意意思思

決決定定ややアアククシショョンンププラランンをを生生成成すするる方方法法論論のの総総称称ののこことと。。

応応援援記記入入
１１分分

質質問問/応応援援でではは伝伝ええききれれななかかっったた想想いいややアアイイデデアアをを記記入入
提提案案者者ののモモチチベベーーシショョンンををUPささせせるる応応援援をを届届けけよようう
（（注注））提提案案者者ははググルルーーププワワーーククのの振振りり返返りりとと次次のの感感想想共共有有をを考考ええままししょょうう

質質問問/応応援援
８８分分

提提案案者者発発表表
９９分分

フファァシシ決決定定
１１分分

提提案案者者発発表表
６６分分

各各セセッッシショョンンのの流流れれ

提提案案者者募募集集
３３分分

提提案案者者感感想想
１１分分

全全員員がが一一度度はは提提案案者者ににななるるよようう合合計計５５セセッッシショョンン行行いいまますす
各各セセッッシショョンンのの冒冒頭頭部部分分でで提提案案者者をを挙挙手手制制でで募募集集ししまますす
（（注注））３３分分以以内内でで決決ままるるとと話話しし合合いいのの時時間間がが確確保保ででききまますす

ちちょょここププロロワワーーククシシーートトををももととにに提提案案者者はは一一人人３３００秒秒ピピッッチチ
ササポポーータターーはは、、２２分分以以内内にに各各席席へへ移移動動（（席席はは先先着着席席））
（（注注））ピピッッチチととはは、、短短いいププレレゼゼンンテテーーシショョンンののこことと

ググルルーーププワワーーククををととおおししたた感感想想ををシシェェアアししよようう
発発表表がが終終わわっったたらら拍拍手手ででおお互互いいにに感感謝謝をを伝伝ええよようう

ププラランンのの背背景景、、目目的的、、どどののよよううななここととをを行行ううののかか説説明明ししよようう
ササポポーータターーはは質質問問ややアアイイデデアアののたためめののメメモモををととっってておおここうう

ググルルーーププのの進進行行やや質質問問をを引引きき出出すす役役割割のの決決定定
フファァシシリリテテーータターーがが決決定定ししたたらら挙挙手手ででおお知知ららせせくくだだささいい
（（注注））全全員員ががででききるるよようう、、各各回回はは未未経経験験者者をを優優先先ししまますす

59

ササポポーータターーかからら提提案案者者へへ質質問問ををととおおししてて理理解解をを深深めめよようう
提提案案者者ののおお困困りり事事ややささららにに推推進進すするるアアイイデデアアをを提提案案ししよようう

おお願願いいししたたいいこことと

全員が

フファァシシリリテテーータターーとしての目線を持って

動いていただきたいです！

60
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フファァシシリリテテーータターーととはは…

参参加加者者にに発発言言をを促促ししたたりり、、

話話のの流流れれををままととめめ上上げげるる役役割割

ただ単にワークを進行するのではなく、

グループのメンバー全員が

円滑にプロジェクト案に落とし込めるよう

サポートしてあげてほしいです！

61

ちちょょここププロロ検検討討ワワーークク2

明日から約1ヵ月以内でチャレンジできる

ちちょょっっととししたたママイイププロロジジェェククトト

＝＝ちちょょここププロロを考えてみましょう。

62

ちちょょここププロロ検検討討ワワーークク2

ワークシートのさらに右側に、

空欄で同じ記入欄を作りました。

20分時間を取ります。

変更のない箇所はコピペでOKです。

個人ワークですが、

学生スタッフと話しながら考えてもOKです。

（（1人人上上限限5分分ままでで！！））

63

ププロロジジェェククトト宣宣言言

明日からの約1ヵ月でチャレンジできる

ちちょょっっととししたたママイイププロロジジェェククトト

＝＝ちちょょここププロロをシェアしてみましょう。

机の上の紙に大きくプロジェクト名を書いて

プロジェクト名＋何をやるのか

1人人2分分（（6人人でで12分分））でシェアしてください。

64

チチェェッッククアアウウトト

65

チチェェッッククイインンとと同同様様にに今今度度ははここのの「「場場」」をを閉閉じじてていいききまますす。。

ここのの2日日間間をを通通ししててのの

ああななたたのの感感想想・・一一番番のの気気づづききににつついいてて、、

①①LINEオオーーププンンチチャャッットトへへココメメンントトししててくくだだささいい。。

②②ググルルーーププ内内でで一一人人１１分分程程度度おお話話ししくくだだささいい。。

③③各各テテーーブブルルかからら１１名名全全体体へへのの共共有有ををおお願願いいししまますす。。

Day3_2023.1.21
金金沢沢大大学学角角間間キキャャンンパパスス＠＠イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設・・セセミミナナーー室室

やってみたいを
やってみない？

融融合合先先導導知知実実践践演演習習A（（ちちょょここっっととママイイププロロジジェェククトト））

共共通通教教育育・・自自由由履履修修科科目目【【集集中中講講義義・・2単単位位】】
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今今日日ののゴゴーールルはは…

①①ポポーートトフフォォリリオオ・・シショョーーケケーーススをを用用いいてて、、

自自分分のの学学びびをを発発表表しし、、他他のの参参加加者者のの学学びびをを知知るる。。

②②みみななささんんがが取取りり組組んんだだアアククシショョンンでで

得得たた教教訓訓をを今今後後にに活活かかせせるるよよううにに整整理理すするる。。

67

今今日日のの流流れれ

ちちょょここププロロのの振振りり返返りり

↓
ポポススタターーセセッッシショョンン×２２回回

↓
振振りり返返りり

↓
チチェェッッククアアウウトト

68

ポポススタターーセセッッシショョンン

ショーケース・ポートフォリオをもとに、

ちょこプロの共有・振り返りを行いましょう。

69

ここれれかかららのの流流れれ

70

ﾎﾎﾟ゚ｽｽﾀﾀｰーｾｾｯｯｼｼｮｮﾝﾝ
２２ ショーケース・ポートフォリオをもとに発表

ﾎﾎﾟ゚ｽｽﾀﾀｰーｾｾｯｯｼｼｮｮﾝﾝ
１１

昼昼食食

ショーケース・ポートフォリオをもとに発表

ランチタイム

フィードバックコメントを書く練習

説説明明 ポスターセッションの進め方の説明

練練習習問問題題

振振りり返返りり ちょこプロを振り返り、次に活かす学びなどを整理する

練練習習問問題題（（説説明明））

＞＞ここれれかかららややるるこことと
ポポススタターーセセッッシショョンンのの発発表表にに対対ししてて、、フフィィーードドババッッククをを行行
ううここととでで、、「「話話しし手手」」とと「「聞聞きき手手」」のの双双方方のの学学びびがが深深ままりり
まますす。。そそここでで、、フフィィーードドババッッククをを行行うう練練習習ををししままししょょうう。。

＞＞準準備備すするるこことと
ポポスストトイイッットト数数枚枚、、１１本本水水性性ペペンン／／一一人人（（黄黄色色以以外外））
※※学学生生ササポポーータターーががここれれかからら配配布布ししまますす

＞＞タタイイムムラライインン
説説明明５５分分、、代代表表発発表表７７分分
記記入入練練習習＆＆解解説説１１２２分分（（４４分分×３３回回））

71

深深堀堀りりととはは…（（Day1・・Day2ののおおささららいい））

72

深く調べたり考えたりすること

他人から質問してもらうことで
より鮮明な言葉を探す
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問問いいかかけけははススポポッットトラライイトト

73

どこに、どんな角度で、
どんな範囲で照射するかによって、

その人の視点が変わる

→様様々々なな問問いいをを投投げげかかけけるるここととでで
価価値値観観のの可可視視化化・・言言語語化化をを促促すす

参考：安斎勇樹(2021) . 『問いかけの作法』. Discover 21, Inc.

（（聞聞きき手手ののみみななささんんへへ））練練習習問問題題

■聞き手のみなさんへ

＞フィードバックの方向性

①ほめる：着眼点いいね。＊＊の可能性を感じた。

②アイデア：もっとこうしたらいいと思う。

③掘り下げ：どうして＊＊と思ったの？

＞書くときのポイント

・上記３つを駆使して、話し手の方を応援しましょう

・ポストイットは、一人何枚でも使用可能

・ポストイット１枚につき、１つのコメントを書こう

・ポストイットには聞き手の「名前」の記載もお忘れなく

74

ここんんなな経経験験あありりまませせんんかか？？

高高校校時時代代苦苦手手だだっったた科科目目、、

「「ななんんででここんんなな勉勉強強せせななああかかんんののやや！！」」

っってて思思っったたここととなないいでですすかか？？

75

Cf.「趣味の読書」は役に立たない？
山口周氏が明かす、娯楽とビジネスをつなぐ思考メソッド

(https://logmi.jp/business/articles/323513)

具具体体的的なな事事象象

抽抽象象的的なな事事象象

ととああるる出出来来事事 別別のの出出来来事事

学学びびのの構構造造化化

具体的な学びから得られた
教訓や経験則

アクションして
わかった

学び・気づき

別の場面で
活かせる

方法・アイディア

抽抽象象化化 適適応応化化

ここここかからら先先（（授授業業がが終終わわっったたああとと））はは…

77

ちょこプロを続けろとは言わないけど、

次のこと・次にやりたいことに

取り組んでほしいです。

ちちょょここププロロととはは

78

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

まず最初の
第一歩

1ヵ月で
達成できること
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ちちょょここププロロととはは

79

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

まず最初の
第一歩

もう少し先に
達成できること

1ヵ月で
達成できること

次次ののパパタターーンン①①

80

まず最初
の
第一歩

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

今今回回ののちちょょここププロロ

まず最初
の
第一歩

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

次次ににややっっててみみたたいいこことと

次次ののパパタターーンン②②

81

ちょっと
遠くの

やりたい
こと

12/17時
の最初の
1歩

1/18時の
現状

次の最初
の1歩

ショーケース・
ポートフォリオの内容

次次ににややっっててみみたたいいこことと

ワワーーククシシーートト（（2022年年Q4改改訂訂版版））

82

学学類類・・名名前前

③③今今回回ののちちょょここププロロでで得得たた

学学びび・・気気づづきき

ままたたはは

教教訓訓・・格格言言

①①みみななささんんがが次次ににややっっててみみたたいい
ここととははななんんでですすかか？？

②② ①①のの理理由由（（ななんんででそそれれ

ををややっっててみみたたいいとと思思ううのの
かか？？））

④④ ②②のの学学びび・・気気づづききままたたはは教教訓訓・・格格言言でで①①にに

どどののよよううななここととがが活活かかせせまますすかか、、ままたたはは活活かかししたたいいでですすかか？？

パパネネルルトトーークク

実実際際ににちちょょここププロロをを経経験験ししてていいるる

学学生生ススタタッッフフのの学学びびはは何何だだっったたののかか

聞聞いいててみみたたいいとと思思いいまますす！！

83

ワワーーククシシーートト（（ササンンププリリンンググ））

84

総総合合教教育育部部文文系系・・長長野野重重音音

③③アアカカデデミミッッククアアドドババイイザザーー
にに相相談談ししてて

教教授授のの連連絡絡先先ももららっったたけけどど、、

連連絡絡ししななかかっったた

⇒⇒人人をを巻巻きき込込むむののがが苦苦手手

①①留留学学すするるこことと

（（国国際際学学類類にに行行くくこことと））

②② フフラランンスス語語勉勉強強ししててるる

ととききがが一一番番楽楽ししかかっったた

④④ ややりりたたいいここととががででききそそううなな環環境境にに

巻巻きき込込ままれれるるよよううにに行行動動すするる

18



振振りり返返りり

ワークシートに

①①みみななささんんがが次次ににややっっててみみたたいいここととははななんんでですすかか？？

②② ①①のの理理由由（（ななんんででそそれれををややっっててみみたたいいののかか？？））

③③今今回回ののちちょょここププロロでで得得たた

学学びび・・気気づづきき、、ままたたはは教教訓訓・・格格言言

④④のの学学びび・・気気づづききままたたはは教教訓訓・・格格言言でで①①にに

どどののよよううななここととがが活活かかせせまますすかか、、

ままたたはは活活かかししたたいいでですすかか？？

を記載してください。

15分分、、時時間間をを取取りりまますす！！
85

シシェェアア

86

ワークシートに書いた内容を

1人人3分分（（6人人でで18分分））で

シェアしてください。

チチェェッッククアアウウトト

87

チチェェッッククイインンとと同同様様にに今今度度ははここのの「「場場」」をを閉閉じじてていいききまますす。。

ままずずはは会会場場レレイイアアウウトトをを円円形形にに整整ええままししょょうう。。

３３日日間間ののププロロググララムム全全体体ををととおおししててのの感感想想ををシシェェアアししまますす。。

１１））所所属属、、おお名名前前

２２））今今感感じじてていいるるここととやや印印象象的的なな思思いい出出ななどど

ににつついいててキキーーワワーードドををA3白白紙紙にに水水性性ペペンンででごご記記入入くくだだささいい。。

ままずず２２分分間間沈沈黙黙でで、、個個人人のの振振りり返返りり時時間間をを設設けけまますす。。

そそのの後後、、全全体体にに向向けけててA3白白紙紙をを示示ししななががらら、、一一人人３３００秒秒程程度度でで

おお話話ししくくだだささいい。。

学学生生ススタタッッフフ募募集集（（次次回回2023年年度度Q2））

88

学学生生ススタタッッフフ募募集集

89

全全体体総総括括_締締めめのの挨挨拶拶

90

教学マネジメントセンター教授

林 透
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Ⅲ．�融合先導知実践演習B�
(アイデアキャンプ )
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2022年年度度 Q3開開講講

チームで ４ 社からの

共共通通教教育育・・自自由由履履修修科科目目【【集集中中講講義義・・2単単位位】】

の課題を解決しよう！

融融合合先先導導知知実実践践演演習習B （（アアイイデデアアキキャャンンププ））

事事前前オオリリエエンンテテーーシショョンン

＜＜担担当当教教員員＞＞

東京大学大学院総合
文化研究科・教養学
部附属
教養教育高度化機構
（科学技術インター
プリター養成部門）
定松淳特任准教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
林 透 教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
山下 貴弘特任助教

金沢大学
高大接続ｺｱ・ｾﾝﾀｰ
中野 正俊特任助教

授業には教員以外に学生スタッフがみなさんの学びをサポートしてくれます

＜＜授授業業概概要要＞＞

この授業（アイデアキャンプ）は、3日間の集中講義である。以下の日程で開講するため、

すべての日程に出席する必要がある。1日目は、課題解決法の習得、2日目と3日目は実際

に企業・自治体等の方から課題を提出してもらい、その解決法について企業・自治体等

の方と一緒に考え、提案する。

■授業の学修成果

(１)与えられた課題を理解して、自分なりにそれを解決するアイデアを出すことができる。

(２)生み出したアイデアを新サービスや新商品の提案にまとめることができる。

(３)企業・自治体等のリアルな課題を理解しながら、解決策の提案をグループで行うこと

ができる。

(４)文理融合や分野融合の意義や価値を理解し、多様なメンバーと協働しながら、積極的

に課題解決に取り組むことができる。

金沢大学シラバス「融合先導知実践演習B（アイデアキャンプ）」

＜＜企企業業・・自自治治体体等等かかららののミミッッシショョンン＞＞

→４４つつののテテーーママととググルルーーププはは、、文文理理やや学学年年ののババラランンススににももととづづきき抽抽選選でで決決定定

＜＜授授業業のの特特徴徴＞＞

①企企業業やや自自治治体体等等ののリリアアルルなな課課題題ををテテーーママととししたた実実践践演演習習
┗┗広広報報ＰＰＲＲ、、イイベベンントト、、ももののづづくくりり、、教教育育ななどど多多種種多多様様

②すすべべててのの学学域域・・学学類類，，学学年年のの学学生生がが受受講講可可能能
┗┗エエンントトリリーーはは1～～4年年生生ままでで約約45名名（（定定員員のの2倍倍））以以上上

③学学生生とと社社会会人人のの協協働働にによよるるアアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ形形式式
┗┗社社会会人人とと一一緒緒ににテテーーママににももととづづいいたたググルルーーププワワーーククをを体体験験

④アアイイデデアア出出ししのの手手法法やや調調査査のの手手法法ををイイチチかからら学学べべるる
┗┗東東京京大大学学やや高高大大接接続続のの先先生生のの協協力力にによよるる特特別別ななププロロググララムム

⑤集集中中講講義義・・２２単単位位ののププロロググララムム
┗┗事事前前オオリリエエンンテテーーシショョンンとと３３日日間間のの講講義義でで２２単単位位GET

＜＜授授業業のの概概要要＞＞

■開開催催日日程程
ここのの授授業業（（アアイイデデアアキキャャンンププ））はは，，Q 3期期のの集集中中講講義義でですす。。以以下下
のの 3日日間間でで開開講講すするるたためめ，，すすべべててのの日日程程にに出出席席すするる必必要要ががあありりまま
すす。。
・・ 1日日目目：： 1 1月月 5日日（（土土））9：： 3 0～～ 1 7：： 3 0（（昼昼食食休休憩憩あありり））
・・ 2日日目目：： 1 1月月 1 2日日（（土土））9：： 3 0～～ 1 7：： 3 0（（昼昼食食休休憩憩あありり））
・・ 3日日目目：： 1 1月月 2 3日日（（水水・・祝祝））9：： 3 0～～ 1 7：： 3 0（（昼昼食食休休憩憩あありり））

■開開催催場場所所
金金沢沢大大学学角角間間キキャャンンパパスス 中中地地区区
イインンキキュュベベーーシショョンン施施設設 セセミミナナーー室室（（※※次次ののペペーージジ参参照照））

■評評価価方方法法
毎毎回回提提出出ささせせるるワワーーククシシーートト等等のの内内容容とと能能動動的的なな学学修修にに十十分分にに取取
りり組組んんだだかかどどううかかをを総総合合的的にに判判断断ししてて評評価価ししまますす。。

金沢大学シラバス「融合先導知実践演習B（アイデアキャンプ）」
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＜＜ススケケジジュューールル＞＞

■【【DDAAYY11】】1111月月55日日（（土土））99::3300～～1177::3300
・チームビルディング
・ブレインストーミング
・アイデア提案
・グランドルール検討

■【【DDAAYY22】】 1111月月1122日日（（土土））99::3300～～1177::3300
・ヒアリング(企業・自治体等の情報から強みや課題を調査)
・企業の方と一緒に考えるアイデアブレスト

■【【DDAAYY33】】 1111月月2233日日（（水水・・祝祝））99::3300～～1177::3300
・課題解決の検討
・企業・自治体の方と一緒にプレゼンテーション
(注)上記のスケジュールについては，一部変更が生じる可能性があります。

＜＜融融合合先先導導知知のの説説明明＞＞

年度 開講共通教育・自由履修科目・集中講義・ 単位

チームで４社からの の課題を解決しよう！

融合先導知実践演習 （アイデアキャンプ）

■事前アンケートの回答

東京大学大学院総合
文化研究科・教養学部附属
教養教育高度化機構
（科学技術インタープリ
ター養成部門）
定松淳特任准教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
林 透 教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
山下 貴弘特任助教

金沢大学
高大接続ｺｱ・ｾﾝﾀｰ
中野 正俊特任助教

授業には教員以外に学生スタッフがみなさんの学びをサポートしてくれます

■スタッフ紹介 ■授業のゴールイメージ（授業の学修成果）

１ 与えられた課題を理解して、自分なりにそれを解決するアイデ
アを出すことができる。
２ 生み出したアイデアを新サービスや新商品の提案にまとめるこ
とができる。
３ 企業・自治体等のリアルな課題を理解しながら、解決策の提案
をグループで行うことができる。
４ 文理融合や分野融合の意義や価値を理解し、多様なメンバーと
協働しながら、積極的に課題解決に取り組むことができる。

⇨ 今 後 、 活 用 で き る 手 法 を
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■プログラム全体のスケジュール

企業・自治体等から提出された課題解決策の提案・アイデアの収束

３ 課題解決の検討、プレゼンテーション、振り返り

企業・自治体等の課題発見・アイデア創出の実践

２ チームビルディング、ヒアリング、アイデアブレスト

課題発見・解決法の手法を実践で活かせるために体験的に学ぶ

１ チームビルディング、ブレインストーミング、振り返り

［オリエンテーション］実施概要を理解して参加の心構えができる

０ 授業の背景、趣旨や評価に関する理解、事前学習

(注)上記のスケジュールについては，一部変更が生じる可能性があります。

■本日のながれ

■午前の部

①オープニング

②チェックイン

③課題の発見共通理解

―昼食休憩―

■午後の部

④ブレインライティング

⑤アイデアスケッチ

⑥ストーリーボード

⑦プレゼンテーション

⑧振り返り・クロージング

チェックイン

①分野横断教育の面白さ

②アイスブレーク
（自己紹介タイム）

授業のチラシより

科学技術
インタープリタ
養成プログラム

•東大駒場キャンパスに設置された
「科学コミュニケーション」
について学ぶ東大全学の大学院生向け
副専攻プログラム

ー （修士も博士も可、理系も文系も可）

•研究をどう社会に発信するか
•科学と社会の関係をどう考えるか

≒東大における 教育のひとつ
（分野横断的教育）

科学技術インタープリター養成プログラムとは
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教育から 教育へ
（＝

）
年、 （全米科学財団）が定義
年に ヤックマンが を付け加え、 を提唱
年以降、 マエダが「 」活動を始め注目される。

＝ 教育の「知識取得」に
の創造性・探求心を加える。
＝「なぜ技術開発が必要なのか」

＝「何のために学ぶのか」
＝人間中心のアプローチ
＝トータルなアプローチ

吉原・木島『世界を変える 人材』朝日新書など

さまざまな分野から
さまざまな関心の学生が集まり
切磋琢磨する

それが一番の強み
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教養学部（前期課程＝１～２年生）＠駒場キャンパス

「「研研究究時時間間のの配配分分のの国国際際比比較較」」

（（工工学学系系研研究究科科・・博博士士 年年））

「「気気候候変変動動ののメメデディィアアにによよるる伝伝ええ方方」」

（（総総合合文文化化研研究究科科・・修修士士 年年））

「「理理論論研研究究のの社社会会的的意意義義」」

（（総総合合文文化化研研究究科科・・修修士士 年年））

「「科科学学のの労労働働者者性性」」

（（教教育育学学研研究究科科・・博博士士 年年））

「「ササブブカカルルチチャャーーをを通通ししたた科科学学ととのの付付きき合合いい方方」」

（（総総合合文文化化研研究究科科・・修修士士 年年））

「「ソソーーシシャャルルデディィススタタンンススにによよるるココミミュュニニケケーーシショョンンのの変変容容」」

（（理理学学系系研研究究科科・・修修士士 年年））

「「天天文文学学とと社社会会ととのの関関係係のの歴歴史史的的経経緯緯」」

（（理理学学系系研研究究科科・・修修士士 年年））

「「水水産産資資源源管管理理ににおおけけるる科科学学的的知知識識ととロローーカカルルなな知知識識のの活活用用」」

（（農農学学生生命命科科学学研研究究科科・・博博士士 年年））

「「ククララウウドドフファァンンドドがが科科学学とと社社会会ををつつななぎぎううるるかか」」

（（新新領領域域創創成成科科学学科科・・博博士士 年年））

今年度の必須授業で持ち寄ったテーマ

プログラムの講義や受講者間での議論を通して、
様々な考え方に触れることができたのはとても大き
な収穫でした。人の意見に耳を傾けると常に新しい
発見がありました。個人の経験や知識は限られたも
のですが、議論を通して他人の経験や知識を知るこ
とでより深く物事を考えるきっかけが得られたと感
じています。時には、大きく異なる意見に出会い、
「否定するのではなくまずは耳を傾け、自分の意見
を省みる」ということの難しさに直面することもあ
りました。しかし、「なぜ自分は、もしくは相手は
そのように思うのか」について考えることが平行線
にも思える議論を先に進める手立てになると思いま
す。

修了生の声①（11期生）

講義を提供されているというよりも（議論に没頭で
きる）空間を提供してもらっている感覚でした。こ
うしたことができる背景には、学生と同じ目線で議
論に参加してくださる先生方や、本専攻で忙しいに
も関わらず副専攻を受講するという特異な学生、少
人数のクラス等々様々なことがあると思います。単
に議論だけを目的としたクラスだったわけではなく、
みんなが興味をもっていたために知っている知識が
あったことや、脱線しようとして脱線していたわけ
ではなかったことが大切で、デザインしようとして
できるものではないように思われ、なおさら貴重な
体験だったと思っています。

修了生の声②（10期生）
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分野横断型教育の面白さ

①学生の多様性
＝普段いるコミュニティの外の人と
“真面目な”話をする。

②学生の積極性
＝参加する学生は積極性が高い。

■グランドルール

チームに積極的に貢献しよう！その２

その３ 他者の魅力に関心を持とう！

失敗を恐れずチャレンジしよう！その１

その４ 自分の固定観念を疑ってみよう！

参加者が安心安全な環境でのびのびと発言したり、学習したりできるように
するため、ファシリテーターや参加者が事前に設定するルールのこと。

自分との違いを歓迎しよう！

チェックイン

①分野横断教育の面白さ

②アイスブレーク
（自己紹介タイム） 探探究究学学習習ににつついいてて考考ええるる

2022.11.5
中中野野正正俊俊

金金沢沢大大学学

高高大大接接続続ココアア・・セセンンタターー 特特任任助助教教

自自己己紹紹介介

中中野野正正俊俊

出出身身：：京京都都

略略歴歴
・・東東京京工工業業大大学学工工学学部部金金属属工工学学科科卒卒業業
・・東東京京工工業業大大学学理理工工学学研研究究科科材材料料工工学学専専攻攻修修士士課課程程修修了了
・・東東京京工工業業大大学学理理工工学学研研究究科科材材料料工工学学専専攻攻博博士士後後期期課課程程修修了了
・・金金沢沢大大学学国国際際基基幹幹教教育育院院高高等等教教育育開開発発・・支支援援系系特特任任助助教教
・・金金沢沢大大学学高高大大接接続続ココアア・・セセンンタターー特特任任助助教教

趣趣味味：：ススポポーーツツ、、ゲゲーームム

総総合合教教育育部部，，KUGS特特別別入入試試等等のの
新新ししいい入入試試のの企企画画やや準準備備・・実実施施

自自己己紹紹介介

高高校校 探探究究学学習習アアドドババイイザザーー
教教員員研研修修，，出出張張講講義義

大大学学 アアカカデデミミッックク・・アアドドババイイザザーー
学学生生支支援援

高高校校のの探探究究学学習習をを支支援援しし，，大大学学入入学学後後のの学学生生支支援援もも担担当当
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本本日日のの内内容容

「「探探究究」」ととはは何何かか？？

ななぜぜ「「探探究究」」がが必必要要かか？？

どどののよよううにに「「探探究究」」すするるかか？？

【【ワワーークク】】
高高校校のの振振りり返返りり

①① 「「総総合合的的なな学学習習」」ででははどどののよよううなな活活動動

にに取取りり組組みみままししたたかか？？

②②そそのの活活動動にによよっってて何何をを得得ままししたたかか？？

本本日日のの内内容容

「「探探究究」」ととはは何何かか？？

探探究究ととはは？？

「「探探究究」」っっててどどうういいうう
意意味味？？

国国語語辞辞典典

Google検検索索

携携帯帯アアププリリ ななどど

・・物物事事のの真真のの姿姿をを探探りり、、見見極極
めめよよううととすするるこことと

・・物物事事のの真真価価・・在在りり方方ななどどをを
深深くく考考ええてて、、すすじじ道道ををたたどどっっ
てて明明ららかかににすするるこことと
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探探究究ととはは？？

よよりり詳詳ししくく「「探探究究」」をを調調べべるる
手手段段はは？？

先先生生にに聞聞くく

記記事事等等をを探探すす

専専門門書書をを読読むむ ななどど

探探究究ととはは？？ 簡簡潔潔ににままととめめるるとと

問問題題をを
見見つつけけるる

答答ええをを出出
ししてて振振りり
返返るる

問問題題をを解解
決決すするる方方
法法をを考考ええ
るる

国国語語辞辞典典先先生生にに聞聞くく

「「探探究究」」ととはは？？

少少ししわわかかっったたけけどど不不十十分分

よよりり詳詳ししくく
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①問問題題がが
発発生生すするる

⑥答答ええをを
出出ししてて振振
りり返返るる

③問問題題のの
答答ええをを仮仮
説説ととししてて
ももつつ

⑤問問題題をを
解解決決すするる
方方法法をを実実
行行すするる

④問問題題をを
解解決決すするる
方方法法をを考考
ええるる

②具具体体的的
なな課課題題をを
明明ららかかにに
すするる

【【ワワーークク】】
大大学学生生活活のの振振りり返返りり

①①「「総総合合的的なな学学習習」」ののよよううなな学学びびははししててまま

すすかか？？

②②高高校校のの「「総総合合的的なな学学習習」」ででのの学学びびはは大大学学

でで活活ききてていいまますすかか？？

本本日日のの内内容容

ななぜぜ「「探探究究」」がが必必要要かか？？

Q. ななぜぜ「「探探究究学学習習」」がが必必要要かか

A. 国国（（文文部部科科学学省省））のの方方針針でで決決ままっったたかからら

何何故故？？？？

過過去去とと現現代代のの日日本本社社会会

過過去去 現現代代

・・終終身身雇雇用用
・・年年功功序序列列

・・転転職職ななどど
・・実実力力主主義義

終終身身雇雇用用をを守守っってていいくくとといいううののはは難難ししいい
局局面面にに入入っっててききたた
（（トトヨヨタタ社社長長豊豊田田章章男男））

過過去去とと現現代代のの日日本本社社会会

過過去去 現現代代

経経験験をを積積みみななががらら知知識識
・・技技能能をを身身ににつつけけるる

即即戦戦力力ととななるる人人材材
がが必必要要

実実際際ににいいききななりり社社会会でで活活躍躍ででききるる？？

自自分分自自身身でで必必要要なな知知識識・・技技能能をを身身ににつつけけ社社
会会でで役役立立ててるる能能力力をを身身ににつつけけるる力力がが必必要要
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変変わわるる日日本本のの教教育育

過過去去 現現代代

たたくくささんんのの知知識識をを
身身ににつつけけるる

思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力
主主体体性性・・多多様様性性・・協協働働性性

高高校校・・大大学学ででははアアククテティィブブララーーニニンンググのの推推進進

自自らら考考ええ

自自らら学学びび

自自身身でで選選択択ををすするる

ここれれかかららのの社社会会でで必必要要なな力力

学学びびをを人人生生やや社社会会にに生生かかそそううととすするる
学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性をを身身ににつつけけるる

未未知知のの状状況況ににもも対対応応ででききるる
思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力をを身身ににつつけけるる

生生ききてて働働くく知知識識・・技技能能のの習習得得

ここれれららをを身身にに
つつけけるるたためめのの
探探究究学学習習

ししかかしし
当当然然課課題題もも・・・・・・

探探究究学学習習ににおおけけるる現現状状とと課課題題

探探究究活活動動をを通通じじてて，，興興味味・・関関心心をを持持っってていいるる内内容容をを
深深めめ，，自自身身のの将将来来像像，，社社会会ととのの関関わわりり，，他他者者ととのの協協
働働でで成成しし遂遂げげたた経経験験ななどどをを高高校校生生ののううちちにに蓄蓄積積

よよりり深深くく考考ええたた学学部部・・学学科科選選びびやや，，よよりり自自分分ににママッッチチすす
るる学学部部・・学学科科選選びびがが可可能能

《《理理想想》》

大大学学入入学学後後はは，，高高校校ででのの学学びびをを発発展展ささせせ社社会会でで活活躍躍すするる
能能力力をを身身ににつつけけるる

探探究究学学習習ににおおけけるる現現状状とと課課題題

高高校校側側とと大大学学側側ででギギャャッッププがが
生生じじてていいるる

（（高高校校））
・・探探究究学学習習にに熱熱心心にに取取りり組組んんだだ事事実実をを評評価価ししててほほししいい
・・調調べべたたここととのの報報告告ににととどどままるる探探究究学学習習
（（大大学学））
・・大大学学入入学学後後ののカカリリキキュュララムム整整備備がが不不十十分分
・・高高校校現現場場をを把把握握ししききれれてていいなないい

《《実実情情》》
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【【ワワーークク】】
今今のの確確認認

①①ここのの授授業業をを何何故故履履修修ししたた？？

②②ここのの授授業業にに何何をを期期待待ししてていいるる？？

本本日日のの内内容容

どどののよよううにに「「探探究究」」すするるかか？？

問問題題をを
見見つつけけるる

答答ええをを出出
ししてて振振りり
返返るる

ななんんでで？？
をを調調べべるる

①問問題題がが
発発生生すするる

⑥答答ええをを
出出ししてて振振
りり返返るる

③問問題題のの
答答ええをを仮仮
説説ととししてて
ももつつ

⑤問問題題をを
解解決決すするる
方方法法をを実実
行行すするる

④問問題題をを
解解決決すするる
方方法法をを考考
ええるる

②具具体体的的
なな課課題題をを
明明ららかかにに
すするる

ななんんでで？？をを調調べべててみみるる

百百万万石石祭祭りりっってて何何？？

金金沢沢ににはは津津波波ががここなないいのの？？

白白山山っってて噴噴火火ししなないいのの？？

困困っったた事事ににつついいてて調調べべててみみるる

何何にに困困っってていいるるののかか？？

そそのの問問題題ははどどううややっってて解解決決ででききそそううかか？？

具具体体的的ににどどののよよううにに困困っってていいるるののかか？？
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①問問題題がが
発発生生すするる

⑥答答ええをを
出出ししてて振振
りり返返るる

③問問題題のの
答答ええをを仮仮
説説ととししてて
ももつつ

⑤問問題題をを
解解決決すするる
方方法法をを実実
行行すするる

④問問題題をを
解解決決すするる
方方法法をを考考
ええるる

②具具体体的的
なな課課題題をを
明明ららかかにに
すするる

実実際際のの探探求求学学習習

＜＜課課題題設設定定＞＞

日常生活や社会に
目を向け，課題を
設定する

課課題題をを考考ええるる

課課題題をを考考ええててみみるる

・・貧貧困困ををななくくすす

・・海海のの豊豊かかささをを守守るる

・・住住みみ続続けけらられれるる町町づづくくりり

たためめににどどんんなな課課題題ががああるるののかか

ののたためめににはは何何がが必必要要かか

そそののたためめにに・・・・・・・・
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実実際際のの探探求求学学習習

＜＜課課題題設設定定＞＞

日常生活や社会に
目を向け，課題を
設定する

実実際際のの探探求求学学習習

貧貧困困ををななくくすす

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題をを考考ええるる練練習習をを
ししよようう

目目標標とと課課題題をを考考ええるる

目目標標：：ママララソソンンでで３３時時間間をを切切るる

課課題題：：ススタタミミナナ，，ススピピーードド，，メメンンタタルルななどど

《《例例》》

最最初初かからら大大ききなな課課題題をを立立ててるるののででははななくく，，一一つつ

一一つつのの課課題題にに対対ししてて具具体体的的なな解解決決策策をを考考ええるる

課課題題をを考考ええるる上上ででのの注注意意

貧貧困困ををななくくすす

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

課課題題

世世界界のの課課題題

日日本本のの課課題題

地地域域のの課課題題

自自分分のの課課題題

ググルルーーププのの課課
題題

大きな課題を考え
るのではなく，自
身が取り組む課題
を考える

課課題題をを考考ええるる

私私たたちちががよよりり有有意意義義なな学学生生生生活活をを
おおくくるるたためめににははどどううすするる？？

誰誰がが？？

何何をを？？

どどううすするる？？
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■本日のながれ

■午前の部

①オープニング

②チェックイン

③課題の発見共通理解

―昼食休憩―

■午後の部

④ブレインライティング

⑤アイデアスケッチ

⑥ストーリーボード

⑦プレゼンテーション

⑧振り返り・クロージング

■アイデアを生み出すステップ

つの成功は のアイデアから生まれるといわれる。
＆ （ 年）

■アイデアを生み出す手法～ブレインライティング～

ブレインライティング（ 法）
→仲間とともに 分間で 個以上のアイデアを出そう！
人前で発言が苦手な人も参加メンバー全員が貢献ができる

通称「書く」ブレスト

■アイデアを生み出す手法～進め方～

１ブレインストーミング（ブレスト）を用いてテーマに沿ったアイデ
アを仲間とともに 個以上だしながら効果的なブレストのやり方を学
ぶワークショップです。
２ブレストのデメリットに「同時に１人の人しかしゃべれない」こと
が挙げられますが、ブレインライティングでは「同時に全員の脳をアウ
トプットに向ける」しゃべらないブレストとして有名です。
３ブレストを実施する際のポイントは、①判断を先延ばす、②未成熟
な案を育成する、③量を求める、④他の人に便乗です。
４テーマをもとに配布したシートに、１行４分程度の時間で次の人に
渡し、すべての行が埋まったら終了です。

■アイデアを生み出す手法～進め方～

大テーマ｜
私たちがより有意義な学生生活をおくる
ためには？

中テーマ｜
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊？

■アイデアスケッチのつくり方

35



■アイデアの絞り方

多重投票

◼ ５つの判断ポイント
実現可能性（じ）
新しさ・意外性（あ）
ユーモア（ゆ）
行きたさ（い）
話題性（わ）

分間で つに絞ろう！

■ストーリーボードとは？

ストーリーボード（紙芝居）
を作ろう！

◆アイディアスケッチをもとに紙芝居を作ろう！
◆紙芝居は全５枚
◆作成時間は 分を有効に使おう
◆各班の発表時間は５分です
◆絵のクォリティーや完璧さは求めません

①起 ②承 ③転 ④結⓪タイトル
チーム紹介

■ストーリーボードとは？

製品・サービスを通してユーザーがどのような体験をするの
かを、一つのストーリーとして描写したもの。
「ユーザーが感じる価値」を視覚化するためのツール。
➢ つの体験を複数のコマに分割して時系列で表現する。
➢ 各コマは、そのシーンを象徴するイラストと、状況や心境
を説明する「ナレーション」や「セリフ」で構成される。
→「ユーザーにとって何がうれしいのか」を具体的にイ

メージできるようになり、それを第三者と共有したり、評価、
改善したりすることができるようになる。

■プレゼンテーション～ストーリーボード（紙芝居）～

「15分後」にプレゼン！！
～紙芝居のお披露目～

◆アイディアスケッチをもとに作ったストー
リーボード（紙芝居）を他のグループに発
表しましょう。

◆グループ全員で発表を分担しましょう。

◆各班の発表時間は５分です。

■プレゼンテーション～ストーリーボード（紙芝居）～

プレゼンテーションをしよう！
～紙芝居のお披露目～

◆アイディアスケッチをもとに作ったストー
リーボード（紙芝居）を他のグループに発
表しましょう。

◆各班の発表時間は５分です。
（質疑応答なし）

■内省する
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ねらい
•今回のアイディアキャンプで、「社会調査」の
実施は難しいと思われる。

•しかし、（将来）本格的にプロジェクトに取り
組むとき、ガチの「社会調査」がどういうもの
か、少し知っておくだけでもプラスになる。

•また、今回のアイディアキャンプでの下調べや
グループワークにも役立つはず。

Day1（11/5）

Day2（11/12）

Day3（11/23）

・グループ分け＋担当機関の決定
・グループワーク

・グループワーク
・グループでの発表

・事前学習（下調べ）

・本日

・追加調査・打ち合わせ

社会調査ざっくり

ⅠⅠ 既存調査の活用

ⅡⅡ 量的（定量）調査 ＝アンケート調査

ⅢⅢ 質的（定性）調査 ＝インタビュー調査

大事なこと（1/2）

今回取り上げ
るテーマ

文脈を広げて、
対象そのものについて
知る・考える

＝他者への関心・想像力

■グランドルール

チームに積極的に貢献しよう！
参加学生だけではなく、参加機関にも！

その２

その３ 他者の魅力に関心を持とう！

失敗を恐れずチャレンジしよう！その１

その４ 自分の固定観念を疑ってみよう！

参加者が安心安全な環境でのびのびと発言したり、学習したりできるように
するため、ファシリテーターや参加者が事前に設定するルールのこと。
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大事なこと（2/2）

今回取り上げ
るテーマ

正解はひとつではないのだから、
マイナーな見方・意見にこそ価値がある。

■グランドルール

チームに積極的に貢献しよう！その２

その３ 他者の魅力に関心を持とう！

失敗を恐れずチャレンジしよう！その１

その４ 自分の固定観念を疑ってみよう！

参加者が安心安全な環境でのびのびと発言したり、学習したりできるように
するため、ファシリテーターや参加者が事前に設定するルールのこと。

自分との違いを歓迎しよう！

■グランドルール

チームに積極的に貢献しよう！その２

その３ 他者の魅力に関心を持とう！

失敗を恐れずチャレンジしよう！その１

その４ 自分の固定観念を疑ってみよう！

参加者が安心安全な環境でのびのびと発言したり、学習したりできるように
するため、ファシリテーターや参加者が事前に設定するルールのこと。

社会調査ざっくり

ⅠⅠ 既存調査の活用

ⅡⅡ 量的（定量）調査 ＝アンケート調査

ⅢⅢ 質的（定性）調査 ＝インタビュー調査

Ⅰ 既存調査の活用

＝いわゆる「先行研究の検討」

•「既に知られていること」を、もう一度調べる
のはロスが大きいし、相手をがっかりさせる。

•入手しておけばおくほど、思考に奥行きがでる。

•もちろん、キリがない面もあるので、どこかで
“見る前に跳ぶ”勇気も必要。

Google先生をいかに越えるか
•インターネット検索はもちろん有用
•でもそれだけでは差がつかない。

•図書館の新聞記事検索・縮刷版を使う。
•国会図書館・大宅壮一文庫の雑誌記事検索を使う。

•各種統計を調べてみる。
（数字を押さえると強い。集めるだけで力になる）
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社会調査ざっくり

ⅠⅠ 既存調査の活用

ⅡⅡ 量的（定量）調査 ＝アンケート調査

ⅢⅢ 質的（定性）調査 ＝インタビュー調査

Ⅱアンケート調査

•今回、実施は難しいかもしれない。
（グーグルフォームでアンケートを作成するこ
とは可能だが、、、）

•しかし、社会調査の“理想形”がどういうものか
を知っておくことは、何かを調べる時の目安に
なる。

＝理想形からの“偏り”を意識できる

アンケート調査の流れ
①問題意識・仮説の明確化
↓↑
②対象集団の設定
↓↑
③質問票の作成
↓
④配布・回収
↓
⑤データ入力
↓
⑥分析

＊ランダムサンプリングが理想
→現実には難しいことが多いので
→①狙いを明確に②偏りを自覚

＊ワーディングに注意
回答が質問の仕方に依存する面がある
→個別に相談を（＊100点はない）

＊データが取れたら取れるほど入力作業は大変
⇔google formを利用する

「街角100人に聞きました」のウソ
•「場所」「時間帯」「聞き方」でかなり差（バ
イアス）が生じる。

•理想は全数（悉皆）調査。それは難しいことが
多いので、「ランダムサンプリング」を行う。

•対象者（＝サンプル（標本））をランダムに選
ぶ必要がある。

•「ランダム」＝でたらめ、ではなく、
•選ばれる確率が均等になるように。偏り（バイ
アス）をなくすように。

ランダムサンプリング、具体的には？
• 10万人の都市で、1000人にアンケートをしたい。

1000人
10万人

1
100

→10万人ぶんの住民台帳から
100人間隔で、
1000人をピックアップする。

＝全体のばらつきをできるだけ忠実に再現しよう、
という手続き
（＝台帳の冒頭から1000人では偏ってしまう）

＝

今回はランダムサンプリングは無理

•でも、たとえ1人に対してでも、意見を聞いてみ
ることには意味がある。

•ただ、1人だと偏りが判断できないので、複数名
に聞けると、それだけでもかなりgood。

•全体像（or調査の理想）からの偏りを、意識する
とよい。
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社会調査ざっくり

ⅠⅠ 既存調査の活用

ⅡⅡ 量的（定量）調査 ＝アンケート調査

ⅢⅢ 質的（定性）調査 ＝インタビュー調査

Ⅲ インタビュー調査

•下調べ（事前調査）でも使える。

• Day2、 Day3のグループワークでも使える。

•（就活のOBOG訪問でも使える。）

インタビューの流れ

◎問題設定
⇓
①質問項目をつくる
⇓⇑
②アポを取る
⇓
③インタビューの実施
⇓
④インタビューの利用・分析

＊実施後、すぐ振り返りができるとgood。

＊実施後、礼状（お礼メール）を書く。

＊通常「1時間程度」。忙しい人には「30分以内」
でお願い。いずれも延長を見込んでおく。
＊録音も許諾をいただいておくとgood。

＊誰に聞けるかによって、内容も微調整の
必要あり。

インタビューの種類

①構造化インタビュー
・・・質問項目に回答してもらう
②半構造化インタビュー
・・・質問項目を用意しつつも

ある程度自由に話してもらう
（←問題意識・仮説をよく練る必要）

③フリートーク
・・・テーマのみ与え、自由に話してもらう。

インタビュー基本のき

「わからないことがあって人に訊く」
なのだから、怖がる必要はない。

①失礼のないように心がける。
②訊きたいことをはっきりさせる。
③予期せぬ話が聞けるとgood（だいたい聞ける）

インタビューのポイント
•「今回、絶対に聞きたいこと」（今回のねらい）を
ひとつ、決めておく（インタビュー中も忘れない）。

•そのためには、事前に情報をできるだけ仕入れて、
いろいろな問いを作っておく。
（→ⅠⅠ 既存調査の活用＝事前調査の重要性）

•沢山の問いを、３つにグルーピングしておくとよい。
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大事なこと（1/2）

今回取り上げ
るテーマ

文脈を広げて、
対象そのものについて
知る・考える

＝他者への関心・想像力

大事なこと（2/2）

今回取り上げ
るテーマ

正解はひとつではないのだから、
マイナーな見方・意見にこそ価値がある。

チームに積極的に貢献しよう！その２

その３ 他者の魅力に関心を持とう！

失敗を恐れずチャレンジしよう！その１

その４ 自分の固定観念を疑ってみよう！

機関やテーマだけでなく、目の前の“人”にも関心を持とう！

おまけ：文脈拡大＋コミュ力UPのヒント まとめ：テーマは「偏り」？

得た情報に対しては、
全体像からどれくらい偏った情報なのか
を意識すること。【テクニカルな話】

一方、情報を得るためには、
偏った視点（マイナーな視点）が大歓迎である
ということ。【ハートの話】

年度 開講共通教育・自由履修科目・集中講義・ 単位

チームで４社からの の課題を解決しよう！

融合先導知実践演習 （アイデアキャンプ）

土

■前回の振り返り（ワークシートからの抜粋）

①Day１で何を学んだか
•ブレインライティングにより意見を可視化し，多く
のアイデアから絞っていく

•共感するなど，話しやすい雰囲気作りも重要である
•テーマの抽象度を下げて具体化し，わかりやすい
テーマ設定が大事である

②Day１の学びをどのようにDay２に活かすか
•積極的に意見を出し，他人の意見との共通点や相違
点を考え，新しいアイデアにつなげる

•重要でなさそうなことであっても発言してみる
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４団体プレゼン
チェックイン

（アイスブレーク）

取材・インタビュー ・冒頭に進め方を説明します。
＝ホワイトボードで情報共有

小休憩

←いま、ここ

昼休み

ブレインライティング

ブリーフィング

←お話を聞きながら、
各自でメモを付箋に！

・重要情報、基礎的情報
・質問、疑問
・アイディア
（何でも可！バラバラに書く）

小休憩

今のうちに進めてほしいこと
•前回同様、各班でまず、じゃんけんをしてください。
⇒勝った人から、①→②→③→④→⑤
（＝アイスブレークの順番。）
•そのうえで、各自の事前調査シートのコピーをお配
りします。
⇒4つの団体の欄をハサミで切り離してください。
⇒各班の①の人はメンバー全員の「箔一」の部分を
②の人はメンバー全員の「加賀商工会議所」の部分を
③の人はメンバー全員の「能登町」の部分を
④の人はメンバー全員の「小林製作所」の部分を
集めておいてください。

■本講義の背景

東京大学大学院総合
文化研究科・教養学部附属
教養教育高度化機構
（科学技術インタープリ
ター養成部門）
定松淳特任准教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
林 透 教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
山下 貴弘特任助教

金沢大学
高大接続ｺｱ・ｾﾝﾀｰ
中野 正俊特任助教

教員以外に学生スタッフがみなさんの学びをサポートしてくださいます

■スタッフ紹介 ■プログラム全体のスケジュール

企業・自治体等から提出された課題解決策の提案・アイデアの収束

３ 課題解決の検討、プレゼンテーション、振り返り

企業・自治体等の課題発見・アイデア創出の実践

２ チームビルディング、ヒアリング、アイデアブレスト

課題発見・解決法の手法を実践で活かせるために体験的に学ぶ

１ チームビルディング、ブレインストーミング、振り返り

［オリエンテーション］実施概要を理解して参加の心構えができる

０ 授業の背景、趣旨や評価に関する理解、事前学習

(注)上記のスケジュールについては，一部変更が生じる可能性があります。

42



■本日のながれ

■午前の部

①参加団体による発表

②チェックイン

③取材・インタビュー

―昼食休憩―

■午後の部

④ブレインライティング

⑤未来編集会議

⑥プレゼンテーション

⑦ネクストアクション検討

⑧振り返り・事務連絡

■参加団体によるテーマプレゼンテーション（全体向け）

プレゼンテーション
→企業の方々に１社８分でテーマ等に関する発表をお願いしました。
→聞き手は次のワークで質問や感想を共有するために、ポストイットに
メモをとりましょう。
■順番：①箔一→②加賀商工会議所→③小林製作所→④能登町公営塾

４団体プレゼン
チェックイン

（アイスブレーク）

取材・インタビュー
ホワイトボードで情報共有
・前半は情報共有
・後半はそれを基に質問タイム
・最後5分で「小テーマ案作成」

・6人でアイディア出し（先週と同じ）

小休憩

昼休み

ブレインライティング

ブリーフィング
小休憩

■企業・自治体等からのミッション

→４４つつののテテーーママととググルルーーププはは、、文文理理やや学学年年ののババラランンススににももととづづきき抽抽選選でで決決定定

大事なこと（1/2）

今回取り上げ
るテーマ

文脈を広げて、
対象そのものについて
知る・考える

＝他者への関心・想像力
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ホワイトボードに付箋を貼りなが
ら情報を整理していきましょう

KJ法
•文化人類学者の川喜田
二郎氏が考案
（Kawakita Jiro）

•情報を要素にばらした
うえで、グルーピング
する。

•情報整理⇒⇒発想のプロ
セスを可視化・共有す
ることもできる。

進め方
• 各グループの①の人→②の人→③の人→④の人の順で
３～５分づつくらいを目途に、
手元のカード５枚＋自分の付箋を紹介していきます。

• ⑤の人は書記として、①～④の人のカードの内容を、
付箋に記入してホワイトボードに貼っていってくだ
さい。（カードをそのまま貼るのもOK）

＊ひとつの付箋にひとつの内容。
＊省略や略語はOK（スピード重視）
＊並べ替え可能なので、どんどん貼っていく。
＊もちろん書記以外のメンバーも、書いたり貼ったり

整理したり、書記を助けてあげてください。

ホワイトボードに付箋を貼りなが
ら情報を整理していきましょう
（基本情報） （テーマ関連） （関連情報）

どこに置くか、決めにくかったら、
左側に団体の基礎的な情報や疑問、
中央あたりに今回のテーマに関連する情報や疑問、
右側に少し文脈の外れる関連情報を
置いてみてはどうでしょうか

ホワイトボードに付箋を貼りなが
ら情報を整理していきましょう
（基本情報） （テーマ関連） （関連情報）

関連する情報は
近くに置いて、
グループピングしましょう
本当に同じ情報は重ねても可

ホワイトボードに付箋を貼りなが
ら情報を整理していきましょう
（基本情報） （テーマ関連） （関連情報）

最初に置く位置は暫定なので、
カテゴリーを越えてグループピングするのも全然OK

44



ホワイトボードに付箋を貼りなが
ら情報を整理していきましょう
（基本情報） （テーマ関連） （関連情報）

もちろんグループごと、近い者どうしを近づけるのもOK

•前半は、このように情報や疑問を共有しながら、
論点の整理をしましょう。

•学生の皆さんは、整理をしながら、自分でも追
加の質問を考えましょう。（→後半で質問）

•団体の皆様も、「学生からみてこのように見え
ているんだ」ということをご確認いただきなが
ら、「質問への回答」や「追加したい情報」を
考えながら作業していただけますでしょうか。

後半戦です
•少しホワイトボード全体を見直して、うまく整理
できているか、考えましょう。

•修正は何度でもできるので、微修正を行っても
らって構いません。

•それなりに修正できたらまず、団体の皆様から、
ホワイトボードの意見・質問、あるいは学生の整
理や着目点についてリプライをお願いできますで
しょうか。

•それを受けて、学生の皆さんからも追加の質問を
していきましょう【発散と収束を意識して！】

•最後の5分で、学生の皆さんにはテーマに対する
小テーマを3つ考えてもらいます。（残り10分に
なったらお知らせします。）

大事なこと（2/2）

今回取り上げ
るテーマ

正解はひとつではないのだから、
マイナーな見方・意見にこそ価値がある。

午前の最後に
学生のみなさん、

•この１時間の情報の整理・情報収集を通じて、
各団体のテーマに対して、「こんな方向性はど
うだろうか」というアイディアはありますか？

•実現可能性は気にしなくていいので、「こんな
方向性はどうだろうか？」という案を３つ、ひ
ねり出してみましょう。

•３分だけ、ガーッと考えて、付箋に書き出し、
お昼休みに入りましょう。お疲れさまでした！

■本日のながれ

■午前の部

①参加団体による発表

②チェックイン

③取材・インタビュー

―昼食休憩―

■午後の部

④ブレインライティング

⑤未来編集会議

⑥プレゼンテーション

⑦ネクストアクション検討

⑧振り返り・事務連絡
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■本日のながれ

■午後の部を調理工程に例えてみると
④ブレインライティング

＝（無計画な）食材調達
⑤未来編集会議

＝下ごしらえ・調理
⑥プレゼンテーション

＝実食・コメント
⑦ネクストアクション検討

＝改善案の提示・グループによる検討

■アイデアを生み出す手法～進め方～

１ブレインストーミング（ブレスト）を用いてテーマに
沿ったアイデアを仲間とともに 個以上だしながら効果
的なブレストのやり方を学ぶワークショップです。

２ブレストのデメリットに「同時に１人の人しかしゃべ
れない」ことが挙げられますが、ブレインライティングで
は「同時に全員の脳をアウトプットに向ける」しゃべらな
いブレストとして有名です。

３ワーク（アイデア出し）をはじめる前に、８分程度で
グループごとにお題（中テーマ）をひとつ設定しましょう。

テーマ｜（※）各グループにおける現在のお題（テーマ）を記載

■アイデアを生み出す手法～進め方～

４ブレストを実施する際のポイントは、①判断を先延ばす、
②未成熟な案を育成する、③量を求める、④他の人に便乗
です。

５テーマをもとに配布したシートに、１行３分程度の時間
で次の人に渡し、一周目以降も制限時間（ 分）まで続け
てください。最後に各グループで出たアイデアの個数を
シェアしてみましょう。

■アイデアを生み出す手法～進め方～

横に広げる

深
め
る

用紙右上にある『オズボーンのチェックリスト』を活用してみよう

■本日のながれ

■午後の部を調理工程に例えてみると
④ブレインライティング

＝（無計画な）食材調達
⑤未来編集会議

＝下ごしらえ・調理
⑥プレゼンテーション

＝実食・コメント
⑦ネクストアクション検討

＝改善案の提示・グループによる検討

■プレゼンテーション（未来の記者会見）

プレゼンテーション
＞発表者
・各グループ最大５分で発表をお願いします。
・あらためて中テーマを発表したのち、＊年後の未来の日付、媒体名、
大見出し、小見出し、写真・グラフ・イメージ図、詳細記事と、書きき
れなかった部分の補足をお願いします。

＞聞き手のみなさんは
・ ＆ シートにコメントを記入しましょう。
・記入したシートは、グループで集めて運営スタッフにお渡しください。
・のちほど各グループに配布します。
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■ネクストアクションの検討

全体講評 分（定松先生）
＆ シートの回覧 分
までの計画を検討 分

※出展団体はここまで

■振り返り・内省

①本日の活動を振り返って，何を学び，何を改
善したいと感じましたか？

②Day３へ向けて，具体的にはどのように改善
しようと考えますか？

年度 開講共通教育・自由履修科目・集中講義・ 単位

チームで４社からの の課題を解決しよう！

融合先導知実践演習 （アイデアキャンプ）

水 ３

■座席指定（順不同・敬称略）

出入口

スクリーン
教卓

出入口

指指
定定
のの
机机
・・
緑緑
色色
のの
〇〇
のの
場場
所所
にに
ごご
着着
席席
くく
だだ
ささ
いい

小林
製作所

加賀
商工
会議所

能登町

箔一

１

２

３

４

■ から へ

から へ
～バック・キャスティング～

■ の位置付け（リマインド）

G 大テーマ 中テーマ
１ 金箔メーカーにおける、ものづくり

を知ってもらうための方法は？
金箔のイメージを「高価」から
「大切」へ

２ マスクあり婚活イベントで、より仲
が深まるコミュニケーションとは？

各世代でウケるイベントづくり
とは？

３ 板金を使った新規プロダクトを企画
しよう！

自分がユーザーとして使える / 
使いたいグッズ

４ 過疎化する地域に高校を教育機関と
して存続 / 発展させるには？

能登高校の新たなブランド / 
差別化 それをいかに作るか、
発信するか
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■前提条件の再取材

①構造化インタビュー
・・・質問項目に回答してもらう
②半構造化インタビュー
・・・質問項目を用意しつつも

ある程度自由に話してもらう
（←問題意識・仮説をよく練る必要）

③フリートーク
・・・テーマのみ与え、自由に話してもらう。

インタビューの種類 定松先生のDay1講義資料より

■前提条件の再取材

各団体のウオンツを明確に取材しよう！
➨➨【問題定義】フェーズ

■前提条件の再取材

【再取材の進め方】※※役割分担を決める！

進行リーダー：学生メンバー1名

話し手：団体の方々2名

聞き手：学生メンバー2名

記録係：学生メンバー2名
（A3版様式に下書きしながら、
最終的にA1版様式に清書）

■問題定義と創造（企画書（案））

前提条件の再取材内容を踏まえながら、

ここからは、団体の方々とのチームワー
クにより、実現可能性を意識しながら、
「小テーマ」を明確化する検討をしつつ、

「製品・サービス（何を）」
「実現方法（どうやって）」
「重要なアクティビティ」

のアイデア出しを行っていきましょう！

具体的には、ポストイットにアイデアを
書き込みながら、A1版様式に該当欄に
貼り付けていきましょう！

One Teamで
自分事で考えよう！

①昼食休憩前「発散のステップ」の議
論をまとめて、グループで１枚の企画
書（案）を完成させましょう。

②清書する過程で、整合性や議論の抜
け漏れをチェックしてください。

③各項目の枠のスペースは、自由に変
更していただいて構いません。ただし、
項目は削らず、すべての記載をお願い
します。

④制作時間は 分 まで です。

プレゼン準備は、このあと説明します

■企画書づくり（プロトタイピング）

企画書をまとめた上で、次のステップにおいて、模造紙に
イラスト等を織り交ぜながら、最終的な成果物を完成させ
ましょう。

①発表は６分間です。企画書をもとに全体像を１～２分で
解説したあと、別途配布する模造紙では企画の詳細を４～
５分でまとめてください。

②一人１分は発表できるように分担してください。

③企画書に記載した項目はすべて掲載していただき、必要
に応じて適宜項目を追記して構いません。

④制作時間と発表の準備は併せて、５０分 まで です。

■プレゼンテーション準備
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■プレゼンテーション

プレゼンテーション
＞発表者
・各グループ最大６分で発表をお願いします。
・企画書をもとに全体像を１～２分で解説したあと、企画の詳細を４～
５分でまとめてください。
・一人１分は発表できるように分担してください。

＞聞き手のみなさんは
・ ＆ シートにコメントを記入しましょう。
・記入したシートは、グループで集めて運営スタッフにお渡しください。
・のちほど各グループに配布します。
・参加団体のみなさまには、他グループの発表に対して一言コメントを
お願いします。

■プレゼンテーション（未来の記者会見）

書き方
発表を聞きながら、良い点（おも
しろい）・共感できる点（わか
るー）、閃き（こうしてみたら）、
疑問（もう少しおしえて）という
観点で、コメントを書いて応援し
ましょう。

発表グループの番号と記入者の氏
名もお忘れなく！

発表番号
①箔一
②加賀商工会議所
③小林製作所
④能登町・公営塾

■振り返り・内省（グループ内）

①日頃接する機会が少ない人達との活動を通し
て，気づいたこと，学んだことはありますか？

②具体的な活動内容を振り返って，もっとこう
したかったと思うことはありますか？

■感想共有

感想共有 分
参加団体のみなさまお一人づつ
２日間の感想をお聞かせください

■振り返り・内省

①日頃接する機会が少ない人達との活動を通し
て，気づいたこと，学んだことはありますか？

②具体的な活動内容を振り返って，もっとこう
したかったと思うことはありますか？

■事後アンケートの回答
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Ⅳ．実践インターンシップ





インターンシップとは？

学生が在学中に自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うことです。

実際に“働く”体験をすることで、社会で仕事をするイメージをしっかりとした認識に変えることが出来ます。

「あなたの強みは何ですか？」

その答え、

KU-STEAMの実践インターンシップで

探しませんか？

[担当教員]金沢大学 教学マネジメントセンター 林 透・山下貴弘 Email: ku-steam@ml.kanazawa-u.ac.jp

※※参加には履修登録が必要です。

詳しくは裏面をご覧ください。
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事前学習 ガイダンス、キャリア支援室のオンデマンド教材

（ビジネスマナー、業界・企業研究の進め方など）

実践学習 計5日間（３０時間程度）のインターンシップ

事後学習 実践レポート

プレゼンテーション

定員 ９～１２名

対象 すべての学域・学類、学年の学生
（希望者多数の場合2～3年生を優先します）

履修登録 Q4履修登録期間（11/15～20）
集中講義/２単位

ミミミラボ
📍📍📍📍石川県金沢市
子ども向けクリエイティブ
ラボ

募集人数 ４名程度
実施期間 ２～３月の5日

活動内容
子どもたちと関わる・
サポートおよび選択制
で課題に取り組む

TSK株式会社
📍📍📍📍富山県富山市
物流をトータルコーディネート
できる技術をもつ会社

募集人数 ２～３名
実施期間 １～３月の5日

活動内容
YouTubeチャンネルの立ち上げ
と映像撮影・編集を通した
マーケティングの実践

吉田司株式会社
📍📍📍📍石川県かほく市
スポーツや医療現場で
利用されているサポーター
メーカー

募集人数 ３～４名
実施期間 １～３月の5日

活動内容
企業PR動画の撮影・編集
を通した、働く人と製品
の魅力発見・発信
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2022年度 Q4開講 GS発展系科目(専門教育科目) 【

1

先導 人材育成プログラムの紹介＆自己紹介

2

先導 人材育成プログラムの紹介

3

先導 人材育成プログラムの紹介

4

インターンシップとは？

学生が在学中に自らの専攻や将来のキャ
リアに関連した就業体験を行うことです。
実際に“働く”体験をすることで，社会で
仕事をするイメージをしっかりとした認
識に変えることが出来ます。

5

このインターシップでは 学域・学類，学年を
超えた学生 が企業・自治体等の方と連携して 大学

生活の中で得た知識を

文理融合・社会共創の場 に生かすことで

自身の キャリア を探求する力を育みます

1年生から参加することが出来ます！
6
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❝

❞

（問題解決学習）
実世界で直面する問題やシナリオの解決を通して，基礎

と実世界とを繋ぐ知識の習得，問題解決に関する能力や態
度等を身につける学習のこと。

（プロジェクト学習）
実世界に関する解決すべき複雑な問題や問い，仮説を，

プロジェクトとして解決・検証していく学習のことである。
学生の自己主導型の学習デザイン，教師のファシリテー
ションと，問題や問い，仮説などの立て方，問題解決に関
する思考力や協働学習等の能力や態度を身につける。

溝上慎一「アクティブ・ラーニングとしての と探究的な学習」東信堂， 年，
7

■授業目標
文理融合・分野横断の学びを通して修得した知識やスキルを社会共創の場
で実際に行動・挑戦してみることで，課題解決能力の実践知を育むことを
目的として，社会のリアルな課題に対して，課題発見・解決を実践するプ
ログラム。分野の異なる学生だけではなく，企業や自治体など，異なる年
代や立場の方々と協働し，成果を出します。

■学修成果
（１）文理融合・分野横断の学びを通して修得した知識やスキルを社会共
創の場で実際に行動・挑戦することができる。
（２）社会のリアルな課題に対して，課題発見・解決することができる。

（３）分野の異なる学生だけではなく，企業や自治体など，異なる年代や
立場の方々と協働し，成果を出すことができる。

金沢大学シラバス「実践インターンシップ」 8

この授業は，集中講義形式で以下のプログラムすべてを出席する必要があります

オリエンテーション ◆タイムスケジュール プログラム内容 受入れ先紹介

事前研修 ◆事前研修（学内）
自己と業界とインターンシップの理解

実践インターンシップ ◆実践学習（学外）
他者との協働実践 日間程度

まとめ・振り返り ◆事後学習（学内）
学びの振り返りと実践の報告及び共有

ププロロググララムム

※事前研修では，一部オンデマンド教材等を活用する。 9

ミミミラボ
📍📍石川県金沢市

子ども向け
クリエイティブラボ

募集人数 ４名程度
実施期間 ２～３月の 日

活動内容
子どもたちと関わる・
サポートおよび選択制
で課題に取り組む

株式会社
📍📍富山県富山市

物流をトータルコーディネー
トできる技術をもつ会社

募集人数 ２～３名
実施期間 １～３月の 日

活動内容
チャンネルの立ち上

げと映像撮影・編集を通した
マーケティングの実践

吉田司株式会社
📍📍石川県かほく市

スポーツや医療現場で利用さ
れているサポーターメーカー

募集人数 ３～４名
実施期間 １～３月の 日

活動内容
企業 動画の撮影・編集
を通した，働く人と製品
の魅力発見・発信

※出展団体のテーマは実施案ですので，一部変更になる可能性があります。 10

サポート体制

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
林 透 教授

金沢大学
教学ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ
山下 貴弘 特任助教

ラボ： に関わる学生の活動拠点として， や動画編集ソフト，
撮影機材等を用意して，ワークショップスペースのほか，アカデミック・アドバ
イジング（個別相談）の場としても活用しています。 11

ラボへのアクセス
中地区の自然科学 号館の裏手，インキュベーション施設 新学術創成研

究棟 内にあります。紹介動画は，学生スタッフが撮影・編集を担当。

アクセス

12
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事前課題（事前研修）

13

１．オンデマンド教材の視聴
指定の動画を事前に視聴しましょう。インターンの理解が促進します。指

定の動画は次のページの一覧をご確認ください。

２．インターンシップ参加に係る手続き
動画を視聴後，各指示に沿って所定の手続きを済ませてください。とくに

受け入れ先の希望調査，保険の確認，キャリア支援室への届け出の３点は必
ず行いましょう。

３．事前レポート課題
の指示をもとに，事前レポート課題を提出してください。

事前課題（事前研修）

14

１．オンデマンド教材の視聴方法
（金沢大学＞キャリア支援室＞就職ガイダンス）
※事前研修動画は， でご視聴できます。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
〇令和 年度（ 年度 ＞就職ガイダンス＞動画名
・インターンシップガイダンス
・インターンシップの選び方講座
・インターンシップ選考対策講座
・自己分析講座
〇令和 年度（ 年度 ＞就職ガイダンス＞動画名
・低学年キャリアガイダンス（現在の雇用情勢・就活環境）
・業界・企業研究の進め方
〇令和 年度（ 年度 ＞業界・職種ガイダンス＞動画名
・受け入れ先に関する業界に関する動画の視聴を推奨
〇令和元年度（ 年度）＞就職ガイダンス＞動画名
・インターンシップマナー講座

今後のスケジュール

15

●１２月下旬～１月上旬
・事前オリエンテーションに参加
・事前研修動画の視聴
・実践インターンシップ受け入れ先の情報収集
・受入れ先希望調査の回答と事前レポート課題
●１月中旬～１月下旬
・受け入れ先の決定（受入れ先によっては事前面談あり）
・キャリア支援室へインターンシップの誓約兼届出の登録
●２月中旬～３月上旬
・実践インターンシップへ参加
●３月上旬～中旬
・事後課題（レポート等）の作成・提出
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